
作品名「手作りゲーム機」
水縄小学校６年 豊福 旺佑さん

久留米市長賞

【講 評】

・昨年作成した電子工作の知識を進化さ
せたこと、そしてゲームのモチーフに地
元の果物を作ったことを評価します。

・プログラミングによる自作ゲーム機
であるこの作品は、将来必要となる
プログラミング技術の波及効果となる。

・プレゼンテーション資料が抜群です。



作品名「目の仕組み大研究～近視の謎を解き明かせ！｝」

南小学校５年 井上 慶太朗さん

久留米市教育長賞

【講 評】

・目が見えにくくなったという実体験から探求している。
目をすぼめたり逆にしたりして独自の視点があり、仕組み
研究に水を使っているところが独特

・着眼点と作成が緻密です



作品名「車の形の理由は？」

屛水中学校１年 向江 叢汰さん

久留米工業大学賞【中学生の部】

【講 評】

この研究では、車の形に興味を持って自作
した装置により風洞実験を行っています。
身の回りにあるものでミニカーに煙を充て
る装置を自作したアイデアはとても素晴ら
しく、ものづくりの才能を存分に発揮して
います。 将来、本学で専門的な知識と

技術を学び、その力を久留米
の発展に役立ててほしいと思
います。



作品名「アゲハの幼虫がいなくなったのはなぜ？」

日吉小学校６年 木村 日大地さん

【講 評】

久留米工業大学賞【小学生の部】

甘夏の木につくアゲハの幼虫がいなくなった
理由を調べ、「ヤドリバエ」「アリ」「アシ
ナガバチ」など複数の原因を見つけ、さらに
それぞれに対する解決も提案しています。

一つの原因を見つけて満足せずに
観察を続け、複雑な生物間のつな
がりを解明していく姿勢は非常に
すばらしいと思います。


